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 大晦日恒例の除夜の鐘,子       

どもたちは一足早く煩悩の回 

数だけ？一回鐘つきを経験

しました。煩悩の数１０８＝ 

四苦（４×９）＋八苦（８×９）＝３６＋７２ 

さて,純真無垢な子どもたちも同じ回数？ 

       

 

 

 

 お正月のお餅は,人々に「生きる力」を与える意 

味をもっています。しかし,平安時代から続いてき 

た餅つき風景は,珍しくなりました。 

  

 

 

 

 

      

 

 

 

 「園長先生,子どもは成長するのですね。先生方

に感謝です。」と何人かに声をかけていただきまし

た。子どもたちは,一人一人が必ず花を咲かせる可

能性という種子を無限にもっています。本園職員

は,無限の可能性を心から信じて,「この子らを一人

ももらすまじ」の気概をもって取り組んでくれて

いると思います。 

 緊張のために動けなくなってしまう等の子ども

もいましたが,その子どもは,成長のための貴重な

経験・学びをしており,成長の一過程としてとらえ

ております。日々,成長です。 

         父母の会,おやじの会のみなさ

まには,ご多用中にもかかわらず

園行事ごとに多大なるご尽力を

賜り,心から感謝申し上げます。

ありがとうございました。 

“新しい気持ちで，新しい年を迎えたい” 

 不思議だなと思います。１２月３１日の日の出と１月１日

の日の出とわずか１日の違いではありますが，太陽の輝

きが違って見えます。正月に見る日の出は,その神秘な

たたずまいに思わず手を合わせたくなります。 

大晦日には, 除夜の鐘の音を聞きながら,行く年 

に感謝し,来る年が皆様方にとりまして良い年とな

りますことを心から念じ申し上げます。 

「天秤や 京江戸かけて 千代の春」松尾芭蕉 

「突く羽を 犬がくわえて 参りけり」小林一茶 

 まことの保育 
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 園庭で咲く 
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